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行
き
か
へ
る
人
の
日
毎
に
込
み
ゐ
ふ
て

山
の
小
鳥
も
忙
し
げ
に
暗
〈

::It. 、

今
も
な
ほ
木
の
果
、
草
の
賞
、
茸
な
ど

御
山
に
あ
り
て
昔
話
る
も

タ号、

わ
が
姐
師
の
分
け
入
b
給
ム
其
頃
を

今
は
夢
路
に
辿
る
初
夏
の
夜

.-t 、

汗
ふ
き
つ
登
れ
ば
山
の
頂
き
は

御
法
の
風
に
い
と
も
涼
し
き

寸a、

此
の
山
の
月
は
と
b
わ
り
掌
し
ゃ

雄
々
し
き
峰
の
上
に
か
、
れ
ば

十
一
、
か
ら
木
立
あ
た
り
静
け
き
夕
空
に

山
門
い
ご
ど
高
〈
聾
ゆ
る

『、、J 

木
の
か
げ
に
つ
ご
入
り
ぬ
れ
ば
真
夏
日
も

打
も
忘
る
ご
と
谷
川
の
風

十
二
、
思
ム
よ
b
風
も
や
は
ら
し
山
の
冬

－
」
、
、
み
安
か
れ
ふ
る
里
の
一
親

！門！
雑

幸良

耳パ
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4
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 事b
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曾

講
師
及
参
聴
者
探
遣
表

大
正
十
五
年
度

講

師

第
一
回
大
月
五
日

清
水
龍
山
削
宗
摩
ノ
振
興
ヲ
望
ム

議

題

（
丸
山
競
孝
記
）

第
一
一
回
六
月
十
九
日

高
岡
宮
部
忍
附
信
仰
ノ
版
趣

第
三
凶
九
月
十
八
日

高
岡
葱
忍
耐
信
仰
／
版
趣
（
績
）

第
四
回
十
月
二
日

北
尾
白
大
師
吾
宗
先
制
ノ
本
等
級

第
五
四
十
一
月
二
十
日

河
岡
市
B
A
且
川
本
門
本
飲
食
存
性
二
就
テ

丸高泉永江
利
山

聾
4
9

聴

者

山田倉悶

額惑

孝忍
師01ti

義

敬

唯

嘉
師

義

願
01U 

義

遜
r.1u 



第
六
回
十
二
月
十
一
日

井
上
恵
宏
削
妙
戎
ノ
背
景
卜
其
根
本
精
紳

昭
和
二
年
佼

第
一
回
一
月
廿
九
日

石
川
海
典
削
日
蓮
抑
詩
人
ノ
由
利
数
叡

第
二
回
＝
一
月
十
九
日

望
月
淑
厚
削
本
仲
干
の
考
察

第
三
回
五
月
サ
日

盛
岡
義
遜
削
経
典
＝
於
ケ
ル
三
時
淑

第
四
回
六
月
廿
日

岡
敬
迭
削
モ
ダ
ン
プ
ツ
一
ア
イ
ス
ト

ヨ
り
ノ
難
問
答

第
五
回
十
一
月
一
日

景
山
発
雄
附
宗
祖
御
着
剤
ノ
法
衣
ユ
就
テ

第
六
回
十
二
月
一
一
‘
日

守
鑑
賞
品
砿
仰
山
部
穆
ニ
持
見
ル
一
考
察

昭
和
三
年
度

第
一
回
五
月
十
二

U

立
正
大
串

停
統
宗
血
中
一
ニ
封
λ

ル
懐
疑

第
二
回
大
月
廿
司
東
京
芝
侮
由
民
院

悉
曇
ノ
椴
要

第
三
回
七
月
十
日

関
東
御
世
銀
跡
巡
拝

第
四
国
九
月
廿
八
日

妙
戒
二
瓜
テ

松紡早i荷丸八江
利
山

徳

官

永

浅
井
要
麟
附
松

木

大
森
締
戒
削
結

城

立
正
大
事

松

鈴
木
一
成
師
望

雑

報

木妓水山木
，、
届同月

本

興
r.lli 

瑞

光

同

(t;!i 

氏

玄

豆

町H

頭友

孝庭
向！ir.tli

智義

徳葉真

町主

草
加
川

本

興

瑞

光

議

孝
氏

舜

勝
m~ 

第
五
回
十
月
廿
七
日
立
豆
大
串

白
川
事
ユ
於
ケ
ル
諸
問
題

清
水
首包
山
削

徳江
利
富山

第
六
回
十
一
月
廿
日
立
正
大
皐

宗
皐
－
ご
於
ケ
ル
諸
問
題

第
七
同
十
二
月
六
日
立
正
大
串
清
水
龍
山
側

山
川
故
日
昨
崎
氏
著
日
蓮
訓
話
人
質
現
の
凸
部
品
砿
批
剣
品
開

昭
和
四
年
度

清
水
龍
山
削
高

第
二
凶
五
月
二
日

前
同
続
講

第
一
回
二
月
六
日
立
正
大
事
永
倉
時
帆
奈
川

宗
風
中
ハ
知
何
ニ
シ
テ
血
中
ト
シ
テ
可
能
ナ
り
ヤ

永
倉

mu品
川

第 第
四三
f弗凶成寺管樗所伶凶
敬 道教伽感殺
十ノ十ノノ経皐十
二研一宗大ノ協一
月究月摩祭諸合月
六法廿的思研挨it
8 九考恕究拶二
日祭 臼

第
五
回昭

和
五
年
度

第
一
回
七
月
十
五
日

寒
地
巡
葬

第
二
回
七
月
十
五
日

震
地
浴
程
什

立
正
大
事

描
構
図
常
斧
削松

大
正
大
血
中
望
月
信
亨
州

大
谷
大
串
鈴
木
貞
太
郎
氏

野
山
大
事
栂
尾
鮮
雲
師

駒
津
大
串
衛
藤
郎
膝
附

立
正
大
島
・

大
豆
大
皐

立
正
大
準

閥
西
地
方

閥
西
地
方

木
村
泰
賢
削永

一一
一一一一一 望松

閃江
利
山
義
瀬
川

木倉披月回

智義

徳瀬
川自ID

議

忍
flt ti 

本

興
flt Ii 

日住瑞

嘉光
自ID fltli 

徳

英

審

考工
師



第
三
同
十
月
サ
三
日
立
正
大
皐

支
那
仰
歌
史
＝
就
テ

第
四
回
十
月
廿
五
日
紳
戸
鋒
祭
場
午
応
銭
蝋
氏

生
現
衛
生
ニ
闘
－
A

ル

新

研

究

・

赤

第
五
同
十
月
サ
八
日
紹
附
市

第

三

回

全

倒

伶

敬

大

台

盟

第
六
回
十
一
月
十
六
日
京
都
府
廿
大

第

三

判

例

数

場

合

今

第
七
川
十
二
月
八
目
立
正
大
拶
磯
野
本
精
削

円
以
近
ニ
於
ケ
ル
宗
準
ノ
見
解
一
一
就
テ
法
主
退
化
／
匁
メ
絞
席

聖書同
窓
曾

常
盤
大
乗
師
民
h

－
4
4
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回

義

遜
011i 

村
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感

務

部

本
命
H

々
ド
誌
は
務
院
長
杉
岡

U
布
況
下
を
い
た
ピ
寺
、
副
A
M
H

長
は
教
頭
市

川
惑
W
M
先
生
に
し
て
、
定
内
ム
ハ
名
の
部
長
と
、
六
名
山
幹
事
を
抗
〈
。
即

ち
新
部
長
と
新
幹
事
の
氏
名
左
の
如
し

庶
務
部
長
捜
悶
義
遜
先
生

続
論
部
長
松
木
本
興
先
生

文
準
部
長
今
村
是
・
泊
先
生

氏

務

部

幹

事

白

川

羽

bn

文

皐

部

幹

事

深

深

海
H
光
君

購
買
部
幹
事
総
本
孝
美
君

合
計
部
長

運
動
部
長

購
買
部
長

合
計
協
幹
事

品
開
論
部
幹
事

運
動
部
幹
事

丸
山
崎
凶
孝
先
生

野
崎
摩
穣
先
生

望
月
徳
英
先
生

横
山
点
検
城
君

前
吹
勝
信
宏

漬
崎
知
羽
町
附
君

二
二
関

山
岡
本
秀
君

助

手

等
で
あ
る
。

不
介
私
叫
静
六
名
が
四
月
二
十
二
日
を
以
て
昭
和
五
年
度
の
幹
事
と
し
て

常
越
し
た
の
で
あ
る
、
依
っ
て
山
ち
に
本
年
度
誤
算
・
莱
を
制
成
し
、
五
月

十
四
日
午
前
八
時
よ
り
本
穆
院
階
上
に
於
て
、
第
十
九
制
定
期
何
窓

bw－
X

合
を
開
催
し
、
珠
算
・
栄
の
承
認
を
了

L
、
訟
に
於
て
初
め
て
正
式
に
就
任

の
挨
拶
を
述
べ
前
幹
事
よ
り
引
総
を
了
し
た
の
で
あ
る
。

文
態
部
幹
事
於
回
発
親
君
入
轡
の
伐
め
十
月
末
日
次
験
者
た
る
深
深
海

日
光
君
を
於
て
此
の
任
に
岱
て
た
の
で
あ
る
o

六
月
十
一
日
中
止
正
中
単
位
五
年
級
数
十
名
、
小
林
先
生
及
び
教
官
引
卒

の
許
に
、
月
前
身
延
に
苅
で
ら
れ
た
の
で
、
五
百
等
は
阿
夜
七
時
よ
り
大
枠
殿

に
於
て
倣
迎
茶
話
令
を
聞
き
た
れ
ば
、
小
林
先
生
内
謝
齢
あ
り
て
、
引
卒

の
単
爪
は
、
山
口
県
日
蓮
の
人
絡
を
本
ふ
と
こ
九
心
者
で
あ
り
、
小
林
先
生

も
、
こ
の
家
地
に
請
で
、
宗
祖
的
人
格
的
古
川
瓜
そ
の
も
の
込
如
き
印
刷
小
感
山

あ
る
、
こ
の
雄
一
脚
内
地
こ
そ
、
民
に
、
本
門
戎
岐
建
」
止
の
最
勝

ω地
で
あ

る
と
一
五
ふ
事
を
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
℃
常
態
院
救
授
松
本
本
興
先
生
は
、
立
正
と
、
常
態
院
と
は
宗
門
と

し
て
は
、
烏
の
双
賓
の
如
く
、
車
の
雨
輸
の
如
く
な
れ
ば
、
互
に
そ
の
分

に
腹
じ
て
一
天
四
海
皆
郎
妙
法
の
到
想
の
許
に
一
批
舎
に
勇
猛
突
抽
出
せ
ら
る

べ
き
回
日
を
述
べ
て
八
時
b
T
盛
合
同
如
何
に
令
は
附
ら
い
V

た
の
で
あ
る
。

七
月
に
入
り
、
十
五
日
例
年
の
如
〈
大
阪
明
浮
高
等
女
態
校
卒
業
生
百

十
数
名
職
員
数
名
に
引
卒
さ
れ
、
常
総
帥
脚
の
世
型
地
に
読
で
ら
れ
た
の
で
忍



等
は
例
年
の
知
〈
．
雨
監
督
の
御
臨
肢
を
仰
ぎ
、
・
米
中
作
殿
に
於
て
欺
迎
茶

話
舎
を
催
し
た
山
で
あ
る
。

箭
吹
幹
事
の
州
市
口
の
僻
あ
り
、
中
村
監
督
に
は
法
花
絞
の
立
脚
地
よ
り

貌
た
る
女
性
と
し
て
の
進
む
べ
き
道
に
討
し
て
御
訓
話
あ
り
、
次
で
明
掲
げ

校
長
の
謝
衝
が
終
り
て
、
一
同
〈
つ
ろ
ぎ
の
中
に
、
殊
に
今
年
は
参
拝
準

生
の
中
よ
り
、
数
名
川
曲
身
延
に
詣
で
た
る
感
想
山
一
端
を
ひ
れ
き
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
に
於
て
此
の
渡
山
身
延
に
詣
で

L
g日
蓮
の
人
格
を
芯
ぴ
、

初
め
て
宗
致
的
感
激
の
何
ん
た
る
か
を
知
る
こ
と
を
得
た
事
は
背
骨
ぴ
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
‘
又
同
時
に
、
自
分
等
が
自
己
内
省
に
、
祉
品
同
生
活
に

物
質
主
義
と
精
神
主
義
と
の
雨
函
か
ら
見
て
、
ど
う
し
て
も
宗
殺
の
必
要

で
あ
る
と
一
五
ふ
事
と
迷
べ
ら
れ
た
筆
生
も
あ
っ
た
が
、
現
代
時
代
の
尖
械

を
走
り
行
〈
都
曾
の
女
性
と
し
て
願
く
は
如
是
時
一
貨
な
る
内
省
力
や
有
レ

て
ほ
し
い
と
忠
ふ
。

最
後
不
合
私
此
の
機
合
に
於
て
間
合
の
僻
さ
し
て
日
蓮
主
義
の
何
た
る

か
の
一
端
や
紹
介
す
る
事
の
出
来
た
事
は
幸
甚
の
至
り
で
あ
る
。

十
月
十
一
日
よ
町
三
日
間
は
例
年
の
如
く
宗
楓
御
入
滅
報
思
御
曾
式
で

あ
る
ο
依
っ
て
吾
が
同
窓
合
で
は
十
二
日
夜
簿
迦
堂
に
於
て
活
動
結
民
布

教
を
潟
し
、
後
通
夜
d
殺
を
然
し
て
御
鴻
同
却
の
一
分
に
備
へ
奉
る
も
の
で

あ
る
o
十
月
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
五
日
同
窓
合
同
州
論
部
主
催
に
て
、
第
五
川
雄

総
大
合
を
身
延
公
舎
企
に
於
て
開
催
ナ
。

男
女
青
年
圏
、
尼
ケ
崎
務
林
、
及
ぴ
池
上
事
林
よ
り
紳
士
を
招
待
し
、

雑

報

此
等
紳
士
の
執
斡
金
織
を
捺
す
が
如
く
、
そ
の
大
獅
子
肌
、
天
地
を
震
動

せ
し
む
る
の
感
あ
り
、
聴
衆
無
量
数
百
名
盛
大
砲
に
十
一
時
宇
間
金
の
僻

あ
り
。

十
二
月
七
日
、
嘘
吾
等
楓
山
の
場
徒
が
主
削
貌
と
仰
グ
車
中
る
院
長
況
下

に
は
つ
ひ
に
御
遜
化
遊
ほ
さ
れ
た
。
可
若
父
衣
さ
ば
吾
等
を
惑
慰
し
て
能

〈
救
護
せ
ら
る
べ
し
、
今
寺
等
を
拾
て
L
遠
〈
位
闘
に
喪
し
玉
ひ
ね
υ』

顧
み
れ
ば
過
去
七
ヶ
年
問
、
大
正
十
三
年
御
入
山
以
米
、
内
外
山
敦
化
に

窓
を
世
帯
法
せ
ら
れ
、
寸
暇
あ
る
毎
に
、
曲
学
院
に
御
出
で
に
な
っ
て
は
、
修

身
の
御
講
義
な
ど
、
錯
し
下
さ
れ
‘
又
布
品
執
を
初
め
と
し
て
、
二
百
的
思

徒
満
山
の
大
衆
を
大
谷
般
に
集
め
て
は
教
家
内
抽
出
み
行
〈
べ
き
越
を
説
か

れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
〈
所
極
め
て
食
生
活
に
重
き
を
世
き
、
偽
戒

の
如
き
も
時
代
化
さ
れ
て
設
か
れ
た
の
で
あ
る
、
又
狼
下
に
は
常
に
宗
門

を
菱
ふ
る
事
一
方
な
ら
ず
、
今
日
の
宗
門
の
不
振
は
一
般
借
例
が
、
自
己

の
立
場
を
忘
れ
て
、
或
は
一
位
曾
的
に
識
を
求
め
て
数
化
の
事
を
怠
り
、
或

は
政
治
問
題
等
、
末
の
問
題
に
走
ワ
て
、
大
嬰
人
の
御
粉
榊
を
忘
れ
、
自

己
り
立
曲
鳴
ら
忘
れ
て
居
る
か
ら
で
る
り
、
又
一
つ
に
は
現
在
の
寺
院
制
度

の
依
駄
か
ら
宗
門
を
し
て
堕
落
に
導
〈
傾
向
が
あ
る
と
仰
せ
ら
れ
て
・

『
蹴
落
し
て
は
に
め
だ
』
と
非
常
に
近
代
の
墜
落
の
傾
向
を
憂
は
れ
、
又

宗
門
の
堕
落
を
常
に
悲
肢
さ
れ
た
り
で
あ
る
、
放
に
毎
朝
の
御
勤
め
の
糊

り
の
御
回
向
に
は
必
ず
、

正
法
治
闘
不
邪
狂
人
民

宗
門
血
児
限

令
法
久
住

二
二
五



雑

報

さ
置
咋
を
間
以
り
あ
げ
て
出
・
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
し
て
見
れ
ば
狽
下
の
最
後
の

御
鈍
懇
は
此
の
御
回
向
の
如
く
、
宗
風
公
判
初
と
宗
門
卒
正
に
あ
っ
て
此
の

御
一
念
よ
り
身
を
以
て
共
の
範
を
一
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
私
は
深
〈

信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

宗
組
六
百
五
十
年
の
御
遠
忌
を
目
前
に
控
へ
た
る
身
延
山
は
、

A
マ
ヂ
そ

の
面
目
を
一
新
し
て
御
法
忌
の
御
法
要
を
待
つ
ば
か
り
に
、
進
ん
に
、
狽
下

が
御
努
力
り
結
晶
と
も
一
瓦
ふ
べ
き
仰
殿
納
骨
堂
は
大
方
竣
工
し
・
山
説
然
と

し
て
釜
え
て
居
る
、
而
も
其
の
足
場
以
除
け
の
日
に
御
遜
化
さ
れ
た
と
い

ふ
こ
と
は
、
一
一
暦
御
傷
し
〈
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
、
御
遠
忌
準
備
事
業
も

大
方
一
段
落
と
成
ワ
て
、
い
ざ
御
遠
忌
の
大
法
要
と
一
五
ふ
間
際
の
御
遜
化

と
は
、
い
と
ぜ
共
の
御
苦
心
を
忠
出
さ
ず
に
は
肘
ら
れ
な
い
山
で
あ
る
、

せ
め
て
御
法
ぷ
後
ま
で
、
と
は
、
誰
し
も
異
口
何
一
山
日
に
言
ふ
川
町
・
餅
で
あ

る
、
せ
め
て
御
法
忌
ま
で
御
作
生
で
全
凶
よ
り
群
り
集
る
渇
仰
の
信
者
と

和
見
え
、
数
年
御
税
教
の
絵
あ
る
今
一
闘
の
道
俗
と
相
守
し
、
此
の
同
信
の

人
？
と
岡
山
泊
り
の
御
法
泌
を
－
挙
行
し
て
後
な
ら
ば
同
じ
愁
傷
哀
惜
の
中
に

も
慰
む
る
法
も
あ
ワ
た
の
に
、
此
の
千
銭
一
週
の
御
法
合
を
目
前
に
忽
然

正
御
遜
化
は
係
り
に
傷
し
き
こ
主
で
あ
る
。

併
し
承
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
視
下
の
此
の
事
あ
る
は
段
に
御
白
身
御
覚

悟
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
灰
閉
す
る
。
御
遠
忌
準
備
事
業
も
粉
糠
ん

r、
こ

れ
で
は
何
時
死
ん
で
も
思
ひ
時
間
す
所
は
な
い
、
併
し
白
川
机
の
御
箕
助
に
依

っ
て
御
法
忌
を
無
事
に
終
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
仰
更
心
残
り
は
な
い

正
仰
せ
ら
れ
た
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。

二
一
一
六

如
H
X
七
年
間
、
良
に
身
を
以
て
宗
門
の
匁
引
い
て
は
机
山
H
A
ぴ
教
家
の

銘
犠
牲
的
御
生
涯
を
思
い
績
く
る
時
高
感
胸
に
迫
り
、
陪
涙
に
む
せ
ぷ
の

み
で
あ
る
、

願
は
く
ば
日
布
上
人
、
狂
子
の
吾
等
を
絵
れ
み
給
ひ
常
在
蜜
山
の
彼
方

上
り
、
常
説
法
教
化
の
化
川
を
施
し
給
は
ん
事
を

（
棲
抽
仰
の
一
角
に
於
て
白
川
生
）

続

論

普E

続
論
は
生
活
の
表
現
℃
あ
り
抱
振
で
あ
る
、
人
間
意
識
的
社
令
化
で
あ

る
‘
古
来
思
想
表
現
の
方
訟
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
来
っ
た
も
の
に
は
此
の

対
論
と
文
章
と
の
二
つ
が
あ
る
o
就
中
耕
論
は
文
章
に
比
し
て
ほ
接
人
心

に
訴
へ
白
接
の
効
果
が
符
ら
れ
る
、
対
論
は
そ
の
効
紅
白
曹
化
の
根
底
を
流

れ
る
時
代
岡
山
湖
と
共
に
必
然
的
に
推
移
し
境
化
す
る
も
の
で
あ
る
、
如
是

時
代
の
趨
勢
は
自
由
総
連
に
自
己
の
所
信
を
民
剣
に
公
明
に
山
崎
勝
な
〈
愛

表
す
e
へ
き
で
英
蕗
に
雑
排
の
止
命
が
溢
れ
て
品
川
る
o
陰
惨
よ
り
明
快
に
不

純
よ
り
純
正
に
縛
換
す
る
道
程
は
言
論
の
力
に
侯
つ
所
多
大
で
あ
る
『
是

倫
子
設
訟
、
常
柔
和
能
忍
‘
慈
悲
於
一
明
、
不
生
惚
怠
心
』
と
安
祭
の
行

に
修
口
開
せ
る
大
聖
の
雄
熔
は
今
川
N

ほ
人
抑
制
の
血
児
限
を
強
要
し
て
ゐ
る
。
来

航
御
入
滅
六
百
武
十
法
ぷ
を
迎
ふ
る
今
日
何
と
感
銘
の
深
い
事
で
は
な
か

ら
う
か
。



文
化
的
要
求
に
従
っ
て
膨
脹
し
て
来
た
紳
論
部
が
完
全
を
期
す
る
に
は

狛
幾
多
の
歳
月
を
裂
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
、
然
し
今
後
周
到
の
註
窓
や

梯
ひ
冷
静
な
理
性
の
光
明
に
照
ら
し
国
民
球
児
義
の
雄
者
と
し
て
蹄
論
線
路

の
管
俗
が
あ
っ
て
欲
し
い
。
夫
れ
に
今
年
は
御
法
忌
準
備
の
伐
其
の
線
路

日
数
の
僅
少
な
り
し
事
は
遺
憾
で
あ
る
。
凶
に
本
年
度
の
記
事
を
附
附
託
す

れ
ば
次
の
如
し
。

A
V
五
月
六
日
程
愈
降
誕
舎
に
際
し
幻
陸
、
遺
路
布
教

丸
山
額
孝
先
生
、
結
城
瑞
光
先
生
、
武
岡
山
海
正
、
兵
賀
条
秀
、
瀧
川
穎

開
…
、
八
木
慈
女
、
三
木
浮
達
、
矢
谷
h
M
H
秀
、
最
上
英
俊
、
情
吹
勝
桔
如
、

。
六
月
十
七
日
入
山
合

武
田
海
正
、
近
藤
惑
聴
、
貫
名
英
雄
、
白
川
弘
、
矢
谷
科
秀
、
比
川
吹
勝

信
、
松
木
部
長

A
V
六
月
廿
一
日
午
後
一
時
よ
り
本
製
院
講
堂
に
於
て
第
一
感
期
各
級
選
出

雄
的
州
大
令
閃
品
開
の
齢

微
善
の
身

精
神
に
生
き
よ

現
代
岡
山
湖
の
欠
陥
を

斯
〈
考
ふ

反
省
ぜ
よ

仰
は
何
虎
に
求
む
べ
き
か

内
省
及
前

幸世

報

宗
欲
的
永
遠
の
生
命

と

は

何

ぞ

干

高

三

、

堀

内

義

光

君

挨

拶

松

木

部

長

間

合

之

館

街

吹

幹

事

。
六
月
二
十
日
、
上
の
山
大
光
坊
三
光
天
子
の
祭
典
に
際
し
乞
ひ
に
よ
り

左
の
諸
氏
を
汲
遣
す

卒
野
龍
亨
、
石
井
要
宏
遠
藤
是
孝

。
六
月
二
十
八
日
、
立
正
大
事
主
催
、
会
同
大
都
、
高
等
専
門
按
校
雄
踏

－X
A
W
に
白
川
忍
殺
を
汲
遣
す
。

。
七
月
二
日
、
東
洋
大
準
宗
教
科
教
授
、
杉
本
哲
夫
氏
及
び
車
生
数
名
の

談
演
舎
を
後
援
資
珍
閣
に
て
開
催
す
。

。
十
月
十
二
日
、
宗
机
鶴
梓
曾
に
際
し
‘
映
章
A
W
並
に
苅
夜
設
敬
勤
修

〔
映
蓄
解
説
）
堀
内
義
光
、
武
田
海
正
、
太
悶
議
致
、
横
山
泰
披

の
諸
兄

（
泊
夜
説
敬
）
式
問
海
正
、
平
野
’
溶
亨
、
石
井
市
宮
宏
、
賞
名
英
雄
、

大
卒
是
歩
、
矢
谷
知
日
秀
、
牛
滞
緩
一
、
落
井
良
昭
、
の
諸
兄

。
十
月
十
八
日
、
午
後
六
時
よ
り
公
合
金
に
於
て
、
池
上
勝
林
、
男
女
青

年
間
第
五
阿
聯
合
雄
総
大
舎
を
主
催
す
。

一

、

倒

合

乙

断

幹

一
、
憂
ふ
e
へ
き
現
代
を
如
何
に
せ
ん
本

一

、

来

人

の

生

命

本

一

、

隠

れ

た

る

英

雄

本

白

川

幹

事

中
一
、
佐
々
木
卒
三
郎
君

巾・

2
林

善

龍

君

高高中中
二一五三

八横落 11、
木山井古II

孝
勝
卦
川

氏

昭

索

引
お
減
君

品
鳩
山
文
君

二
二
七 ！~~ F葬準事

柳林カH )jfj 
弁藤吹

勝
信
骨
州

知
H
態
君

品品目龍骨刷

慈
閣
官
君



雑

報

一

、

永

遠

の

光

本

事

一

、

人

事

と

天

命

男

子

青

年

一
、
校
生
活
と
永
遠
者
へ
の
合
一
本
率

一
、
我
組
立
宗
の
根
本
精
神
を
尋
ね
て
本
怒

っ

凶

裁

を

排

除

せ

よ

池

上

皐

林

一
、
時
局
を
論
じ
我
等
農
村

青

年

に

訴

ふ

男

子

育

年

一
、
現
代
帰
人
の
歩
む
べ
き
選
女
子
青
年

一

、

報

を

越

へ

て

本

車

一

、

時

局

に

直

面

し

て

男

子

青

年

一

、

現

代

風

潮

を

顧

み

て

男

子

青

年

一

、

幸

繭

へ

の

道

本

吊

一
、
寂
光
土
に
討
す
る
認
殺
の
相
違
本
皐

一

、

挨

拶

時

論

部

長

一

、

問

令

之

館

幹

事

。
十
月
二
十
八
日
三
門
祭
櫨
説
教

武
田
海
正
、
吉
岡
孝
秀
、
文
名
英
雄
、
石
井
市
官
宏
、
大
卒
是
孝
、

横
山
中
本
抜
、
キ
洋
経
一
、
落
井
良
照
、
洞
井
泰
雄
、
情
吹
勝
信
、

の
諸
兄

。
十
一
月
二
日
奥
之
院
龍
口
法
難
合

叫
只
名
英
雄
、
溜
川
瀬
照
、
大
不
是
孝
、
宇
津
絞
一
、
山
山
吹
勝
行
川

。
十
一
月
二
十
三
日
池
上
事
林
設
品
質
雄
紳
大
合
派
遣

流入矢 Jt~ 臼
藤木谷問弁

玄
法
君

佐
門
君

智
秀
君

慈
文
君

張
幸
君

松
田
幸
一
一
方

古
Hm
千
恵
子
嬢

武

田

海

正

方

近
藤
宇
佐
美
対

長

州

弐

君

太

田

忠

敬

君

桝

内

義

光

友

松
木
本
興
先
生

横
山
引
が
城
君

二
二
八

)iii 

吹

勝

伝

運

動

部

今
日
の
所
初
λ

ポ

1
円
ノ
！
な
る
も
の
は
一
般
世
人
の
能
く
総
説
し
．
札

つ
熱
烈
な
産
援
す
・
句
起
き
て
ゐ
る
折
、
家
内
に
青
山
き
献
酬
し
て
読
書
パ
耽

町
終
り
に
糾
終
衰
弱
の
頭
を
ひ
ね
く
る

L
り
か
、
訴
人
は
若
人
さ
し
て
の

『
よ
く
製
ぴ
よ
く
遊
べ
』
の
一
語
を
以
て
大
い
に
身
心
の
鍛
一
械
を
致
さ
ね

ば
な
ら
ね
o
健
全
な
る
人
民
・
い
よ
っ
て
の
み
信
金
な
同
家
は
成
立
し
・
健

全
な
る
宗
我
山
水
に
依
っ
て
こ
そ
町
三
H
な
山
市
設
も
盟
恕
1
り
現
質
化
き
れ

る
の
で
あ
る
。
凡
そ
何
事
を
な
す
に
も
先
き
立
つ
も
の
は
健
全
な
る
身
慢

で
あ
る
o
矢
援
リ
筋
骨
注
し
い
思
い
献
が
、
現
代
の
岡
山
水
に
も
宗
門
に
も

要
求
せ
ら
る
L
献
酬
で
あ
ら
う
J

岡
山
ふ
。
此
の
意
味
か
ら
し
て
大
い
に
済
人

た
る
意
気
を
溌
揮
す
べ
き
で
あ
る
0

持
完
納
す
る
を
待
つ
よ
り
か
、
自
質
的

に
何
慮
ま
で
も
進
取
的
で
布
っ
て
欲
し
い
w
o
z
n
等
日
蓮
聖
人
の
門
下
生
穴

る
清
人
は
、
総
て
に
ゆ
斗
』
つ
ま
れ
る
同
家
人
民
の
救
済
た
る
重
大
責
務
者

で
あ
る
事
を
日
間
見
し
、
白
川
利
減
後
六
百
五
十
年
の
泣
尽
を
迎
ふ
る
今
日

山
川
組
の
御
叩
内
相
却
の
古
内
分
の
一
な
り
を
岡
市
さ
う
と
す
る
に
は
、
如
何
し
て
繊

弱
な
燃
で
肘
ら
れ
や
う
、
須
〈
大
い
川
口
徳
勇
健
で
な
け
れ
ば
な
ら

P
、
獅
子

王
の
如
〈
な
れ
ば
な
ら
ぬ
、
首
向
難
に
打
勝
っ
た
本
化
の
大
丈
夫
こ
そ
労
の

中
内
男
で
は
あ
る
ま
い
か
。

－
H

が
印
刷
山
山
辺
勤
部
宇
都
民

ω
熱
勢
ご
籾
倹
っ
て
日
々
降
盛
を
示
せ
る



事
は
慶
事
な
る
も
、
従
来
弓
術
部
な
る
も
の
籾
町
道
場
の
不
完
備
の
伐
か

振
は
ず
、
殊
に
作
年
等
は
一
度
も
砕
H

を
開
く
の
機
令
な
〈
残
ど
駿
知
紋
怒

に
あ
り
し
錦
、
四
月
大
台
の
折
之
を
令
則
よ
り
削
除
す
る
に
致
り
し
事
は

遺
憾
で
あ
る
。
図
に
未
だ
A
M
H
則
に
は
附
加
な
〈
、
軍
に
後
援
と
な
っ
て
ゐ

り
卓
球
部
は
降
盛
を
始
め
、
来
る
大
合
に
は
是
非
共
令
則
に
附
加
と
迄
に

な
っ
て
ゐ
る
Q

庭
球
部
に
於
け
る
十
半
年
度
は
泣
紅
の
機
品
開
な
〈
、
車
に
校
内
の
恭
秋
二

問
の
大
令
の
み
で
あ
っ
た
事
は
寂
し
か
っ
た

o
N
に
合
員
は
今
少
し
話
取

的
多
加
が
あ
っ
て
欲
し
い
。

剣
道
部
は
一
二
血
中
期
北
九
一
棟
習
を
執
行
し
様
と
試
み
た
る
も
、
部
員
の
前

び
と
道
場
内
都
合
住
す
で
、
接
続
古
の
昨
日
仇
一
棟
割
判
し
成
大
観

ι納
命
H

を

a－行

せ
ん
と
し
て
日
下
そ
の
中
止
一
裕
古
中
な
り
つ
悶
に
部
員
中
に
も
硲
々
た
る
人

上
〈
出
席
し
、
新
人
を
引
立
て
続
勝
し
附
ま
れ
る
事
は
専
ば
し
き
事
で
あ

る
。
山
川
納
合
に
は
注
級
式
も
行
は
れ
、
新
し
き
剣
士
を
見
出
す
事
ず
－
忠

山。終
り
に
野
崎
先
生
H
A
小
野
先
生
の
緒
導
に
は
深
〈
感
甜
す
る
次
第
で
あ

る

し

（

波

崎

記

）

文

串

部

内
川
政
は
信
仰
に
根
ざ
し
、
折
H
m
午
は
研
究
に
北
市
ず
〈
が
如
く
、
－
文
取
は
思

索
が
叫
ん
W

で
あ
る
、
文
化
の
係
史
的
事
伐
に
於
て
正
併
Y
一
文
寧
が
そ
れ
を

華聖

幸担

物
語
っ
て
ゐ
る

υ

文
は
時
代
に
於
け
る
カ
で
あ
る
。
き
れ
ば
其
虞
に
歩
一
歩
と
偉
大
な
文

明
の
生
産
を
遂
げ
て
行
〈
事
が
出
来
る
。

更
に
文
は
人
格
で
あ
り
紳
秘
な
生
家
で
ゐ
る
。
否
制
の
御
遺
文
を
縦
ど

い
て
見
た
時
、
そ
こ
に
白
川
純
の
人
絡
の
表
現
を
見
、
表
現
し
能
は
ざ
る
感

動
が
あ
る
O

ユ
1
プ

l
の
、
レ
、
ミ
ゼ
ラ
プ
声
も
彼
が
AN時
革
命
人
と
し

て
の
思
想
内
特
が
窺
は
れ
、
更
に
側
同
革
命
の
前
後
の
同
勢
、
思
忽
を
物

部
川
つ
て
ゐ
る
事
一
が
見
ら
れ
る
。
又
奴
隷
開
放
の
凶
を
お
し
た
も
叫
が
、
住

か
に
一
文
取
引
書
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
知
れ
ば
、
貨
に
文
章
は
偉
大
な
力
の

給
日
間
で
あ
る
事
が
知
れ
よ
う
o
今
時
代
は
文
化
の
念
テ
ン
ポ
の
中
に
探
ふ

て
ゐ
る
、
一
九
二
一

O
年
の
尖
扮
か
ム
交
に
三
一
年
へ
の
最
尖
捕
に
向
っ
て

ゐ
る
o
明
治
文
壌
に
歎
迎
さ
れ
た
、
ヒ
ユ
I

T

Z

J
ズ
ム
、
宇
、
イ
デ
ア
リ

ズ
ム
文
躍
は
品
市
ど
退
け
ら
れ
て
凡
ゆ
る
文
準
が
、
現
・
民
主
義
に
英
の
償
値

を
表
し
、
そ
こ
に
’
新
生
さ
れ
た
る
文
準
が
所
間
、
エ
ロ
、
グ
ロ
文
与
で
あ

る
0

・
文
化
を
生
皮
し
改
芯
し
て
行
く
文
事
は
遂
に
背
聞
や
、
赤
旗
ゃ
、
・
手

掛
本
の
税
伎
に
流
れ
て
行
〈
様
に
な
っ
た
♀

如

斯

tm
－
y
－
そ
の
陀
命
を
忘
却
し
、
俗
忠
化
さ
れ
た
文
化
の
中
に
正
日
々

加
山
阜
徒
に
時
代
さ
れ
た
大
き
な
任
務
が
あ
る
c
即
ち
組
山
文
本
雑
誌
待
紳

の
刊
行
に
上
り
亡
、
来
品
弘
文

maの
同
県
住
命
を
M
m
u
m

、
そ
れ
を
如
何
に
時
代

的
に
的
依
づ
け
思
索
し
衣
現
し
ね
る
か
、
．
見
に
泌
ウ
h
L

都
舎
の
空
気
の
中

の
思
考
ル
」
、
新
山
川
川
な
山
熱
試
の
中
に
育
っ
た
そ
れ
と
は
全
く
そ
の
倒
前
払
剛
山

に
す

9
だ
ヲ
り
つ
事
を
一
川
さ
ん
在
す
る
B
V

も
の
ぜ
あ
φ
。
殺
風
味
な
ア
ス
7

ア

ニニ丸



雑

報

ル
ト
に
立
つ
空
虚
な
心
と
蟻
漏
な
大
地
に
し
っ
か
り
雨
u
A
を
踏
み
し
め
た

時
の
そ
の
気
持
、
そ
れ
だ
け
で
も
脊
々
は
葱
ま
れ
た
選
撹
に
あ
る
事
を
喜

ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

奇
々
が
机
上
に
忠
ひ
、
山
間
に
総
菜
の
香
味
を
知
れ
ば
、
そ
こ
に
詩
興

が
あ
り
文
章
が
生
れ
、
主
口
々
は
詩
人
で
あ
り
、
文
人
た
り
符
る
。

一
事
一
物
そ
れ
が
文
血
中
に
侠
値
付
け
、
カ
ず
け
ら
れ
て
初
め
て
そ
の
生

命
が
生
き
る
、
と
一
五
ふ
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
o

文
は
体
大
な
力
で
る
り
、
永
法
性
ら
有
す
る
人
格
の
傾
値
的
表
現
で
あ

句
官
。

不
完
全
な
が
・
h

幸
に
こ
、
に
第
十
六
時
現
楼
榊
の
後
行
為
見
た
る
は
五
日
等

の
最
も
大
き
な
悦
び
C
あ
る
O

H
ハ
最
も
遺
憾
と
す
る
は
、
永
年
本
誌
の
伐

に
御
援
助
下
さ
れ
し
杉
田
法
主
犯
下
御
．
進
化
遊
さ
れ
本
誌
の
御
閲
靖
闘
を
符

ぎ
る
一
事
で
あ
る
o
即
ち
目
黒
前
に
本
誌
を
捧
げ
謹
ん
で
哀
悼
の
怠
を
表
す

る
次
第
で
あ
る
。

何
本
誌
の
愛
一
行
に
際
し
て
前
文
修
部
幹
事
崇
悶
発
親
君
的
御
議
力
設
も

多
大
な
り
し
事
を
附
託
し
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
深
津

詑）

本
曲
学
寄
宿
合
雑
報

寄
約
合
が
、
後
に
は
一
乗
の
果
た
結
ぶ
峨
々
た
る
岡
山
親
問
の
家
峯
を
負

ひ
、
前
は
賀
利
翼
如
の
月
浮
ぴ
無
明
深
重
の
間
続
る
L
湯
々
た
る
流
水
を

二
三

O

浪
ふ
る
身
延
川
に
臨
み
、
州
側
内
御
山
県
お
は

L
主
寸
御
衣
庵
に
税
近
き
西

谷
の
高
台
に
め
る
、
創
殺
さ
れ
て
よ
り
以
来
早
や
一
年
の
星
霜
を
純
た
。

始
め
合
政
に
・
本
山
特
命
の
隼
院
教
授
丸
山
知
孝
川
会
松
岡
議
孝
氏
を
戴

き
、
更
に
合
生
中
よ
り
吉
田
孝
秀
君
を
会
長
に
、
水
川
雅
門
君
を
副
合
長

に
、
有
光
文
州
場
君
を
合
計
総
務
に
、
山
野
賞
英
君
ル
会
助
役
に
任
じ
三
十

三
名
の
合
生
は
叩
初
心
タ
に
『
一
行
壊
の
二
道
を
附
み
候
べ
し
行
血
中
絶
へ
な
ば

傍
訟
は
あ
る
べ
か
ら
ず
一
五
一
五
』
の
蹴
訓
を
遜
奉
し
一
心
専
念
に
其
の
行
に

共
の
撃
に
精
進
し
つ

L
あ
り
し
が
、
中
途
副
令
長
水
川
雅
門
君
て
身
上
の

都
合
に
依
り
職
を
辞
し
て
合
を
去
り
、
近
藤
一
品
聴
君
削
合
長
と
な
り
、
次

い
C
宥
光
友
逸
君
命
口
計
総
務
を
辞
さ
れ
し
を
以
て
助
佼
た
り
し
山
野
賞
英

君
合
計
総
務
と
な
り
新
た
に
今
村
義
保
君
公
助
役
と
な
る
o
五
年
七
月
合

政
松
田
議
孝
氏
又
一
身
上
の
都
九
日
依
り
－
V
を
去
ら
れ
る
の
止
む
な
き
に
至

り
し
時
的
め
、
更
－
い
後
任
合
監
と
し
て
今
村
是
能
附
を
迎
へ
る
に
至
っ
た
。

今
村
合
監
は
温
厚
篤
貨
に
し
て
合
企
は
慈
削
の
如
く
慕
ひ
、
先
生
は
恰
も

母
が
其
の
赤
子
の
日
に
乳
房
ら
ふ
〈
め
る
が
如
き
慈
悲
を
以
て
合
生
や
御

指
導
下
さ
れ
、
伐
に
合
内
は
和
一
気
諾
々
と
し
て
幸
一
附
そ
の
も
の
で
あ
る
c

九
月
又
復
｝
近
藤
惑
聴
宗
家
庭
の
都
合
に
依
り
副
合
長
を
辞
し
て
一
時
合
会
噌

去
ら
れ
る
を
以
て
兵
賀
築
秀
君
を
削
合
長
と
な
す
。
続
い
て
山
野
貰
英
震

は
合
計
総
務
を
辞
し
て
舎
を
去
り
今
村
義
保
君
又
助
役
を
桜
任
せ
し
故
守

屋
官
放
対
を
合
計
総
務
に
、
柳
井
議
要
君
を
企
助
役
に
任
ず
o
其
他
は
合

生
三
凶
の
移
動
あ
る
を
見
ゃ
い
の
み
ぐ
あ
る
o
こ
h

に
特
認
す
べ
き
事
は
吉

岡
令
長
が
自
己
を
忘
れ
て
合
の
進
運
の
伐
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
、



郎
ち
舎
監
、
則
合
長
合
計
崎
干
の
僻
任
及
び
就
任
に
際
し
て
、
又
合
監
を
補
佐

し
て
或
は
氷
山
と
の
占
交
渉
に
、
或
は
合
生
相
互
の
融
和
に
、
或
は
合
の
格
設

及
抽
出
作
・
い
寝
食
を
忘
れ
て
議
力
以
て
好
〈
合
の
隆
盛
を
謀
ら
れ
し
吉
岡
合

長
に
生
等
一
同
深
〈
感
謝
し
て
止
ま
な
い
の

eあ
る
、
主
同
時
に
守
屋
曾

計
の
手
腕
と
誠
意
も
合
生
一
向
の
敬
服
お
〈
能
は
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
摂
生
室
は
十
二
室
あ
り
、
創
設
食
初
4
0
見
れ
ば
、
三
室
の
物
加

で
、

ma生
も
そ
れ
に
正
比
例
し
て
噌
加
し
合
は
一
段
と
活
気
を
回
手
し
て
ゐ

z。
斯
く
年
々
畢
生
の
増
加
を
見
る
こ
と
な
れ
ば
宏
大
な
る
寄
宿
舎
の
新

築
さ
れ
る
日
も
最
早
宇
述
〈
は
あ
る
ま
い
。
合
は
健
全
な
る
自
治
制
の
下

に
‘
各
室
に
室
長
一
名
づ
っ
就
き
合
生
相
互
の
移
誕
の
助
成
と
親
院
を
計

る
を
同
日
と
す
る
。

合
則
は
ニ
ヤ
ケ
保
あ
り
外
に
細
則
三
四
あ
る
も
、
＋
机
合
生
中
之
に
違
反

し
た
者
は
皆
無
で
あ
る
。
合
生
日
々
の
行
事
は
起
床
午
前
五
時
閉
十
五
分
、

朝
動
向
六
時
、
（
動
経
後
合
監
に
朝
の
挨
拶
）
朝
食
倒
七
時
、
静
常
時
間
午

前
七
時
三
十
分
設
校
‘
午
後
二
時
よ
り
同
四
時
迄
に
級
合
、
同
五
時
夕
食

同
七
時
£
り
九
時
迄
勉
準
時
間
、
円
八
時
合
監
に
夜
の
挨
拶
）
同
十
時
限
院

長
』
す
。
其
他
合
の
内
外
の
硲
除
、
食
堂
の
盤
調
及
準
備
等
は
常
也
・
を
定
め

て
常
に
清
潔
を
計
る
を
回
日
と
し
共
の
完
成
に
努
め
て
ゐ
る
。

創
設
己
来
一
星
掛
朝
、
湯
場
及
ぴ
働
問
等
諸
機
脇
の
4
4
だ
完
備
せ
ざ
る
は

幾
念
と
な
す
所
な
る
も
、
本
山
常
局
の
援
助
と
合
生
の
不
断
の
努
力
と
に

k
り
て
逐
次
改
良
に
改
良
を
加
へ
つ
、
あ
れ
ば
、
不
日
完
備
す
る
臨
時
を
見

ん
。
行
事
の
二
遣
も
必
党
身
心
の
健
全
に
待
つ
べ
き
も
の
多
大
な
る
を
以

雑

報

て
設
近
A
V
伎
の
身
心
鍛
線
を
目
的
と
し
て
卓
球
部
、
剣
道
部
、
弓
術
部
、
角

力
部
等
の
新
設
を
見
る
に
主
目
、
合
生
の
親
睦
を
は
か
つ
て
ゐ
る
。
雨
合

長
会
合
生
の
熱
誠
に
し
て
か
つ
静
寂
な
る
努
力
は
涙
C
ま
し
い
も
の
が
あ

’由。宗
加
の
御
製
徳
の
日
に
帯
し
て
輝
〈
と
同
時
に
者
等
が
客
約
合
も
日
義

月
歩
降
盛
と
な
り
他

H
宗
門
を
背
負
っ
て
立
つ
べ
き
精
一
誠
川
町
、
合
内

4
り

二
陣
三
陣
と
引
縦
き
讃
出
せ
ん
事
を
希
望
し
て
股
稿
す
。
ハ
柳
井
慈
要
記
）

在
合
生
は
左
認
の
週
明
で
あ
る
。

高
一
ニ
、
寄
附
孝
秀
、
兵
賀
般
市
秀
、
有
光
友
治
．
山
上
省
＝
一
、
高
二
、

守
旧
阻
山
川
一
雄
、
樋
口
寛
正
、
大
平
口
定
孝
、
高
一
、
世
古
政
版
、
江
川
隆
治

山
本
降
也
、
片
岡
光
乗
、
中
五
、
島
本
議
述
、
酒
井
泰
雄
、
迎
貞
雄

菊
地
滋
養
．
中
凶
、
今
村
義
保
、
原
岡
忠
三
．
松
井
純
、
石
原
敬
温

中
三
、
柳
井
議
要
、
岡
本
秀
静
、
馬
場
葱
信
、
機
庭
A
花
賞
、
端
是
信

牛
問
智
一
刷
、
管
原
発
、
江
崎
前
古
川
、
中
一
一
、
本
岡
山
T

一
、
岡
島
仙
易

坂
阿
惑
川
町
、
岡
本
文
診
、
清
水
梨
昭
、
杉
形
政
道
、
古
川
’
h

位
、
中
野

延
海
、
中
一
、
岡
中
利
夫
、
加
戚
州
同
地
中
‘
成
悶
ネ
存
、
陶
い
凶
作
男
、

松
尾
義
弘
、
門
悶
紫
、
村
よ
続
。

昭
和
五
年
度
卒
業
論
文

常
家
信
行
論

議
最
剃
本
論

義要

光宏

』制石

内井

一一一一一



雑

常
山
氷
削
怖
心
論

h
d
批
防
酎
制
t
平
副
知
一
一
一
身
論

稀
股
一
隻
論

本
門
の
既
日
に
就
て

砕
川
家
下
線
論

砕
川
家
信
行
論

本
命
人
法
論
の
大
旨

受
持
成
仰
論

品
川
家
妙
行
論

我
組
の
成
仰
論

命
家
信
行
論

骨
川
・
策
本
命
人
法
論

骨
川
家
信
心
成
品
開
論

線

白水有山 Ill武吉大大賞卒兵話I

問機同名野賀藤川川光上目rr問

能楽是祭雅友省英 i毎孝 i籾議英

享秀司丹野門逸三照正秀育敬雄

本
誌
後
行
設
中
に
御
綴
助
下
さ
い
ま

ιわ
い
左
詑
の
方
々
に
深
〈
感
謝
致
し

主
す
。
一
金
五
回
也

一
会

t
削
山
出

一
合
折
五
川
也

一
合
或
仇
印
刷
也

一
金
折
附
也

一
金
参
闘
也

冷

泉

執

事

長

殿

中
村
執
事
次
長
殿

本

山

役

朝

刊

殿

皐

院

数

削

課

殿

綱

脇

能

妙

殿

藤
悶
官
四
時
四
殿

一一一一
一一

今
度
山
純
一
岬
殺
行
に
付
い
て
私
は
円
分
の
生
活
と
金
々
か
け
離
れ
仁
仕

事
を
し
た
ο
そ
れ
は
プ
リ
ン

T

Y
グ
シ
ョ
ッ
プ
で
傍
働
し
た
事

f
o
そ
し

て
共
の
努
働
に
到
し
て
円
分
は
非
常
に
興
味
を
感
じ
た
。
自
分
自
身
を
考

へ
h

九
時
、
二
浪
人
怖
が
現
出
し
た
様
に
私
の
心
が
全
ャ
縫
っ
て
過
去

ι無

線
験
な
暢
労
働
を
、
心
か
p
h
進
ん
で
す
る
引
で
あ
つ
れ
o
単
友
論
討
と
共
に

数
円
閥
的
き
生
前
を
し
れ
事
を
私
は
非
常
に
喜
ば
し
｝
忠
は
れ
る
J

〔
大
橋
副
鵬
泉
〉

文
畑
加
の
勢
、
佼
院
の
鎖
、
泣
き
事
で
な
く
、
可
成
の
市
n
痛
で
あ
っ
十
い
が

で
も
そ
れ
、
h
が
大
な
る
池
波
な
く
修
了
し
た
事
は
、
幹
事
の
一
人
と
し
て

感
滋
－
L

耐
へ
な
い
り
部
長
並
に
m
a
b
A
滞
兄

ω献
身
的
な
活
動
と
、
印
刷
所

の
一
岡
山
敏
性
的
な
働
き
に
は
感
激
せ
ざ
る
を
特
な
い
。
或
ひ
は
自
分
の

無
線
験
な
捌
な
い
力
す
の
山
崎
俊
が
、
却
っ
て
匙
沙
を
砂
げ
は
し
な
か
っ
た

か
と
漸
抽
出
を
感
ず
る
伎
で
あ
る
、
と
に
品
川
絡

p
に
際
し
閥
係
の
御
一
同
に

只
々
感
謝
す
る
詐
り
で
あ
る
Q

（
術
吹
勝
信
〉

不
慣
な
必
岬
縫
行
山
手
・
刷
博
H
V
を
初
め
て
自
分
は
わ
づ
に
一
冊
の
バ
ン

7

ν
ツ
ト
で
も
浪
－
X
な
多
力
と
活
字
の
興
へ
る
布
難
さ
を
昧
は
つ
れ
。
約
二

週
間
に
一
旦
つ
て
の
私
遠
山
働
者
と
・
し
て
は
、
只
だ
文
選
、
校
正
の
手
・
侮
ひ

に
過
ぎ
な
か
っ
託
け
れ
ど
、
今
村
先
生
、
深
様
凡
の
献
身
的
御
努
力
に
封

し
編
輯
の
一
員
と
し
て
感
謝
す
る
0

・
更
に
池
上
印
刷
所
御
夫
紛
の
不
眠
の

御
努
力
は
制
度
を
か
け
離
れ
た
銭
高
の
も
の
と
思
ふ
。
二
週
間
の
休
校
は

一
寸
た
だ
へ
る
、
然
し
一
宇
／
＼
と
ひ
ろ
ひ
上
げ
る
共
の
働
き
｜
l
l
初
め

て
勢
働
の
偉
大
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
大
。
経
験
が
敬
へ
て
〈
れ
た
『
時

ξ
働
』
の
隼
さ
を
自
分
の
も
の
に
生
か
し
た
な
ら
ば
と
忠
ふ
て
ゐ
る
。
完

成
に
近
づ
い
た
線
神
を
私
達
は
槻
山
の
前
途
を
説
顧
す
る
と
同
時
に
更
に

k
m向
上
へ
と
耐
っ
て
止
ま
な
い
c
凝
ワ
と
爾
手
を
み
つ
め
る
、
そ
う
し

て

其

慮

に

完

成

さ

れ

た

楼

神

の

悌

を

偲

ぷ

。

ハ

依

回

生

）


